
（様式２） 

女性就農環境改善計画 

１ 事業実施方針 

玉ねぎの収穫作業時は、小麦の収獲、水稲水管理等との作業バッティングがあり、コンテナの積み

込み作業が男性社員でしか行えない様では、野菜の面積拡大が見込めない。他の作業と同時進行を

弊害なく進めるために性別による作業不可領域をできるだけ減らし、女性活躍のフィールドを広

げていく。また、収穫が重くて諦めていた品目を積極的に作付けし、女性ならではの視点で作った

農産物を、弊社運営レストランで提供し、消費者ニーズに合わせた作付け体系を構築する。 

 

 

（注）具体的に記載してください。 

 

２ 女性就農環境改善に向けた実施体制 

現在、生産現場での女性正社員数は５名、パート 3 名である。男性正社員は役員を含め 8 名であ

り、水稲担当が 4 名、野菜・果樹担当が 4 名である。弊社は、農家レストラン及び直売所を運営し

ているため、年間 50 品目を数える野菜、果樹類を生産している。各品目ごとにそれぞれ主担当を

配置し、社員には、定植から収穫まで責任をもって栽培してもらい、他の作物の担当者との協力、

連携を行ってもらっている。次年度、沖縄県での農業研修を終える女性の入社も予定しており、入

社 1 年目の女性社員と次年度入社の女性社員は、男性社員に頼らずに、一つの作物の主担当を持つ

事を強く希望している。しかし、力が必要な作業は男性社員に頼る事が多く、女性でも積み込み作

業を行う事ができるアシストスーツの導入を女性社員から強く望まれた。アシストスーツの導入

により、女性社員のみでも作業が完結できるようになり、より、女性社員の農産物を育む心に喜び

と自信を育て上げる体系を構築する。 

（注）応募団体での受入体制や関係機関との連携状況等を具体的に記載してください。 

   第４の（２）の事業の応募者については、協議会等に属する構成員について５名

以上の農業者（女性１名以上を含む）の氏名を記載してください。 

 

３ 女性就農環境改善のため実施している取組及び今後の取組 

（１）女性の就農希望者、新規就農者の呼び込みに向けた取組 

内容 成果/目標 備 考  

 

 

 

（実施中の取り組み） 

県内中学校・高校・農業大学校の就業体験受け入

れ 

近畿農政局新人研修受け入れ 

農業人材力強化支援事業 

（今後の取り組み） 

女性農業者活躍の情報発信（情報発信媒体（SNS） 

地域関係機関（市・JA・普及センター）との情報

交換・求人協力依頼 

男性 1 名・女性 5 名 

 

 

コロナのため中止 

男性 1 名 

 

毎月（目標） 

 

毎年（目標） 

 

 

 



（注）「内容」欄には具体的な取組内容等を記載し、必要に応じ、計画の詳細等を記載

した資料を添付してください。 

 

（２）女性の新規就農者の農業や地域への定着に向けた取組 

内容 成果/目標 備 考  

 

 

 

(実施中の取り組み) 

定例会の開催 

（各品目の売上・経費の前年対比、改善点などの

話し合い） 

関係機関（農業会議・法人協会・稲作経営者部会）

での勉強会・研修会を通じた関係性・ネットワー

ク構築 

生産部と店舗販売部（弊社併設レストラン・直売

所）との定例会 

販路開拓のためのマルシェ参加 

 

 

年 3 回（2021 年度） 

 

2021 年 1 月・6 月・8 月 

 

 

毎月１回以上 

 

2021 年 10 月・11 月 

 

 

 

（注）「内容」欄には具体的な取組内容等を記載し、必要に応じ、計画の詳細等を記載

した資料を添付してください。 

 

（３）女性農業者の活躍に向けた取組 

内容 成果/目標 備 考  

 

 

 

各種果樹を用いたデザートの開発 

 

 

弊社併設レストランにて

提供 

 

 

 

 

（注）農業委員等に選出された等、地域での活躍状況等を「内容」欄に具体的に、取組

内容等を含め記載し、必要に応じ、計画の詳細等を記載した資料を添付してくださ

い。 

 

４ 女性就農環境改善事業を活用した取組の計画内容 

（１）働きやすい環境整備への支援 

 【計画内容】 

時期 内容（対象者・方法等） 備 考  

 

 

 

通年 生産現場における、女性社員の生産物の積み込み作

業の労働軽減のため、アシストスーツを導入する。 

導入設備利用者は、収穫した農産物のトラックへの

積み込み担当の 8 名を予定 

 

 

 

 

 

（注） 「内容」欄には支援内容、対象者、実施方法等を具体的に記載し、第４の（１）

の事業の応募者は、確保する施設等について５名以上の女性の利用者がいることが

わかるよう記載し、必要に応じ、計画の詳細等を記載した資料を添付してください。 

 



 

 

 

 

５ 女性農業者確保の目標 

事業実施年度翌年度までの 

女性農業者の新規確保人数 
  生産部  ４  人 

（新規確保女性農業者の内訳） 

自営農業就業者 人、雇用就農者 １人、アルバイト・ボランティア等 ３ 人 

  （注）必要に応じ、計画の詳細等を記載した資料を添付してください。 

   女性農業者は、新規参入者、自営農業就農者(結婚を機に就農された方含む)、雇用

就農者、アルバイト、ボランティア等の農業関連事業を含む年間 30日以上従事の女

性とします。 

農業関連事業とは、農産物製造・加工、農畜産物の貯蔵、運搬、販売、農業生産資材

の製造、 

農作業の受託、都市住民等の農作業体験施設の設置・運営や民宿業を含みます。



 


